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合性 RNP リセプターを用いて、レシオメトリック型蛍光分子である SNARF を導
入した Rev ペプチドとの RNP 複合体を形成させることで、それぞれ、もとのリ
セプターの基質認識能を保持したまま、定量性の高いレシオ検出が可能な蛍光














て Revペプチドに導入した Revペプチドライブラリーと、in vitroセレクションで獲得し
た ATP結合性 RNAサブユニットライブラリーとの複合体形成によって、構造多様性に富








第６章では、三次元構造が既知の RNA アプタマーと three way junction を形成
する RNA 構造モチーフを利用してから、構造情報を利用したモジュール型設計
によるより触媒分子修飾 RNP のを作製を試みした。Rev ペプチドに修飾導入し
た触媒分子と、ATP アプタマーの基質結合場が空間的に近接するように分子設計
した RNP を６種類作製し、第５章で合成した Umb-Ado を用いて、それらのエス
テル加水分解活性を評価した。これにより、構造情報を利用した触媒分子修飾


































蛍光 RNP センサーを得る汎用的な方法を確立した。  
３．多様な構造を有する RNP の分子種数を、飛躍的に増大することが可能
な RNP ライブラリーの構築法を開発した。この方法によって構築した、多様
な構造の RNP に触媒分子を導入した RNP ライブラリーから、エステル加水分
解活性を有する RNP を得た。これは、RNP を用いた人工酵素作製の先駆けと
なる成果である。  
４．モジュール型分子設計によって触媒分子を導入した RNP を作製し、三
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